
指導方法等の改善計画について 〔 国 語 科 〕               呉市立吉浦中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 複数の資料から必要な情報を取り出し，まとめて「書く」活動を多く取り入れる。理由や事例を挙げてキー

ワードを入れて書く，決められた字数で書くなど，複数の条件にあった文章を書くことを全学年で取り組む。 

 

◇ 比喩などの表現の技法について指導するときには，小学校で学習した内容を踏まえた上で，文章中の具体的

な表現と結びつけながら考えさせる。また，比喩などを使って表されている事柄を，表に整理したり図に表し

たりして，表現の技法と文章中の表現とを結びつけるよう工夫をする。 

 

※ 小中一貫した取組については，叙述に即して文章を読み取ったり，根拠を明確にして自分の考えをまとめた

りする活動を多く取り入れる。 

 
 

 

◎ 「書くこと・読むこと」の領域において，「情報の取り出し・伝えたい事実の

明確な記述」に課題がある。 

（本校59.3％  県54.5％） 

 

◇ 「表現の仕方について捉え，自分の考えて書く」に課題がある。 

 （本校33.3％  全国41.7％） 

 

重点課題 ◎「基礎・基本」定着状況調査 ◇全国学力・学習状況調査 重点課題に対応した改善指導内容及び方法（授業等） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国学力・学習状況調査 本年度正答率 
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本校 77.0％ 
全国 77.4％ 
県 78.0％ 

A問題 本校 75.0％ 
全国 72.2％ 
県 73.0％ 

 

B問題 

「基礎・基本」定着状況調査 本年度通過率  （本校７３．３％，県６９．２％） 

 

◎「基礎・基本」 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法     
２年生 Ｈ２９ 
「基礎・基本」  

１年生 Ｈ２９ 
「基礎・基本」 

目標値     ６５．０％  ６０．０％ 

実施後数値     ６３．０％  ３２．０％ 

 
◇全国学力 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法   ３年生  
期末試験    ２年生  

学年末試験 

目標値   ５０．０％    ５０．０％ 

実施後数値   ５１．０％    ６０．０％ 

 

来年度に向けて 

複数の資料から，必要

な情報を取り出し，まと

めて「書く」活動を，授

業で意図的に入れ，書く

力を身に付けさせる。 
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  指導方法等の改善計画について 〔 数 学 科 〕              呉市立吉浦中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ それぞれの代表値の意味を理解させ，問題に応じて表やグラフからそれぞれの代表値を読み取らせる指導を

行う。表やグラフから代表値を答える際に，適した代表値を選ばせ，相互に意見交流をさせる中で，代表値の

意味や扱いが定着するような指導を行う。 

 

◇ 数学用語の定義を確実に理解させ，それを使ってペアやグループで説明する機会を多くもたせる。また，お

互いに評価し合うことにより，適切な数学的な表現を用いることができるような指導を行う。 

 

※ 小中一貫した取組については，「資料を活用する力」を育てるために，様々な情報や資料から，必要なものを

取捨選択する活動を多く取り入れる。 

 
 

 

 

◎ 資料の活用の領域で，「中央値の意味」を答える問題に課題がある。 

 （本校53.7％  県67.7％） 

 

◇ 図形の領域で，数学的な表現を用いて説明する問題に課題がある。回転移動

について説明するために必要な数学的な用語が理解できていない。 

 （本校8.8%  全国14.0%） 

重点課題 ◎「基礎・基本」定着状況調査 ◇全国学力・学習状況調査 重点課題に対応した改善指導内容及び方法（授業等） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国学力・学習状況調査 本年度正答率 
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本校 66.0％ 
全国 64.6％ 
県 64.0％ 

A問題 本校 48.0％ 
全国 48.1％ 
県 48.0％ 

 

B問題 

「基礎・基本」定着状況調査 本年度通過率  （本校７５．８％，県６６．９％） 

 

◎「基礎・基本」 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法     
２年生 Ｈ２９ 
「基礎・基本」  

１年生 Ｈ２９ 
「基礎・基本」 

目標値     ７０．０％  ６５．０％ 

実施後数値     ７６．０％  ７３．０％ 

 
◇全国学力 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法   ３年生  
期末試験  ３年生  

学年末試験  ２年生  
学年末試験 

目標値   ５０．０％  ６５．０％  ７０．０％ 

実施後数値   ６０．０％  ６８．９％  ７６．８％ 

 

来年度に向けて 

毎時間，基礎的なドリル

問題を行わせる。 

「基礎・基本」定着状況

調査と全国学力学習状況

調査の問題を定期的に取

り入れ，班で交流させな

がら思考力を高める。 
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              指導方法等の改善計画について 〔 理 科 〕             呉市立吉浦中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎①実験の過程から丁寧に理解させる。特に，結果と考察に重点を置き，類似問題を複数回解き，基礎学力を定

着させる。 

 

 

◎②それぞれの岩石の特徴を整理して覚えるために，解説後に小テストを行う。また，類似問題を複数回解き，

基礎学力を定着させる。 

 

※ 小中一貫した取組については，進んで自然に関わり，その変化に気付いたり，見通しを持った実験・観察を

通して問題を解決したりする活動を多く取り入れる。 

 
 

 

◎①植物の観察結果をもとに考察することに課題がある。さらにその答えに関連

づけた問題を解いていくことが苦手である。 

（本校33.3％  県39.6％） 

 

◎②岩石の分類の仕方に課題がある。判断する根拠を選択するための，それぞれ

の岩石の特徴を整理できていない。 

（本校27.8％  県17.6％） 

重点課題 ◎「基礎・基本」定着状況調査  重点課題に対応した改善指導内容及び方法（授業等） 

「基礎・基本」定着状況調査 本年度通過率  （本校５７．４％，県５０．８％） 

 

◎「基礎・基本」① ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法   ２年生  
期末試験  ２年生  

中間試験  １年生 Ｈ２９ 
「基礎・基本」 

目標値   ５０．０％  ７０．０％  ５０．０％ 

実施後数値   ７２．３％  ９８．０％  ３３．３％ 

 
◎「基礎・基本」② ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法   ２年生  
期末試験  ２年生  

中間試験  １年生 Ｈ２９ 
「基礎・基本」 

目標値   ５０．０％  ７０．０％  ５０．０％ 

実施後数値   ７０．１％  ６４．０％  ５４．２％ 

 

来年度に向けて 

実験観察の結果の考察

を十分に行い，事象と関

連する項目の理解をさせ

ると共に，問題をくり返

し解き，機会がある度に，

継続的に指導する。 
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指導方法等の改善計画について 〔 英 語 科 〕            呉市立吉浦中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎①教科書の「Let’s Talk」や普段の授業での英会話を通じて，様々な問いかけに対する適切な応答の定着を図る。 

 

 

◎②会話文の前後の流れから何について話しているか，提示されている返答になるにはどのような質問をすれば

よいかなど，話の流れをつかみ取る練習をさせる。 

 

※ALTの授業を活用して，聞いたり話したりする活動を増やし，英文を定着させ，書く活動につなげる。 

 
 

 

◎①「聞くこと」の領域で，英語での問いかけに対する適切な応答が苦手である。

（本校39.6％  県48.7％） 

 

 

◎②「読むこと」の領域で，適切な文を用いた会話文の組み立てが苦手である。 

（本校60.4％  県64.7％） 

  

重点課題 ◎「基礎・基本」定着状況調査 重点課題に対応した改善指導内容及び方法（授業等） 

「基礎・基本」定着状況調査 本年度通過率  （本校７６．６％，県７２．４％） 

 

◎「基礎・基本」① ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法   ２年生  
期末試験  ２年生  

中間試験  １年生 Ｈ２９ 
「基礎・基本」 

目標値   ５０．０％  ６５．０％  ５０．０％ 

実施後数値   ４７．３％  ５４．７％  ４３．０％ 

 
◎「基礎・基本」② ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法   ２年生  
期末試験  ２年生  

中間試験  1年生 Ｈ２９ 
「基礎・基本」 

目標値   ６５．０％  ７５．０％  ６５．０％ 

実施後数値   ６６．６％  ７９．２％  ４９．０％ 

 

来年度に向けて 

ペアやグループ活動な

どで，英語を聞いたり話

したりする機会を増や

す。 

クラスルームイングリ

ッシュを多く使用し，英

語で授業できるようにす

る。 
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２ 質問紙調査 （「基礎・基本」定着状況調査             ：生徒質問紙調査） （全国学力・学習状況調査：生徒質問紙調査） 

（１）生活・学習  

 
生徒の回答についての 

課題（現状値） 
今後の具体的な取組の内容 

学

年 
目標値 検証方法 

検証 

時期 

実施

数値 

現状値から

の伸び 

基
礎
・
基
本 

『学習の振り返りをするときには，

「もっと考えてみたいこと」，「もっと

調べてみたいこと」，「もっと工夫して

みたいこと」などを考えています。』に

課題がある。(64.8%) 

授業の振り返りをする際に，振り返る視

点を与えて考えさせ，次の学習へと結び

付ける。 

２ 75. 0% 生徒アンケート 学年末 80.8% +16.0 

全 

国 

「学校の授業などで，自分の考えを他

の人に説明したり，文章に書いたりす

ることは難しいと思います。」に課題が

ある。(56.2%) 

事前に自分の考えを表にまとめさせる

など，構造化させる。そして，段階を追

って書かせる工夫をする。 

３ 65.0% 生徒アンケート 学年末 83.6% +27.4 

 

（２）教科  

 
 

  
生徒の回答についての 

課題（現状値） 

授業改善の方向性や 

具体的な取組 

学

年 
目標値 検証方法 

検証 

時期 

実施

数値 

現状値から

の伸び 

国 

 

語 

基
礎
・
基
本 

「国語の授業では，分からない

言葉や漢字は，辞書を使って調

べています。」に課題がある。

(59.3%) 

授業中に，辞書を使って語彙を調べる機

会を設定する。 
２ 70.0％ 生徒アンケート 学年末 

73.0

% 
+13.7 

全 

国 

「国語の勉強は好きです。」に 

課題がある。(56.1%) 

授業で扱っている題材を，身近な話題と

結び付けて学習するなど，興味を持つこ

とができる授業の工夫をする。 

３ 65.0% 生徒アンケート 学年末 
81.8

% 
+25.7 

数 

 

学 

基
礎
・
基
本 

「数学の授業では，文章に書か

れている関係を式で表すため

に，絵や図，数直線，言葉の式

などを使って考えています。」に

課題がある。(50.0%) 

問題文に出てくる数量に注目させ，絵や

図，数直線，言葉の式を書かせ，それを

交流しながらさらに思考を深めさせる

展開を行う。 

２ 65.0％ 生徒アンケート 学年末 
69.2

% 
+19.2 

全 

国 

「数学の勉強は好きです」に 

課題がある。(49.2%) 

身近な事象と関連付けながら，数学の有

用性を感じられ，興味をもつことができ

るような授業を工夫する。 

３ 65.0% 生徒アンケート 学年末 
65.5

% 
+16.3 

理 

 

科 

基
礎
・
基
本 

「理科の授業では，自分の考え

をまわりの人に説明したり発表

したりしています。」に課題があ

る。(59.2%） 

観察や実験行う際に，予測や仮説を立て

させた後，実験結果をグラフ，表に記録

したり記述したりさせる指導を行う。 

２ 70.0% 生徒アンケート 学年末 
53.8

% 
-5.4 

英 

 

語 

基
礎
・
基
本 

「英語の授業では，聞いたり読

んだりしたことについて，メモ

を取ったり，感想や意見などを

話したり書いたりしています。」

に課題がある。(64.8%) 

ALT やペアが話す内容をメモを取りな

がら聞かせたり，読んだ文章に対して感

想を書かせたりする。 

２ 75.0％ 生徒アンケート 学年末 
73.1

% 
+8.3 

数学の授業では，文章に書かれている関係を式で表すために，絵や図，数直線，言葉の式などを使って考えています。 

英語の授業では，聞いたり読んだりしたことについて，メモを取ったり，感想や意見などを話したり書いたりしています。 

国語の授業では，分からない言葉や漢字は，辞書を使って調べています。 

理科の授業では，自分の考えをまわりの人に説明したり発表したりしています。 
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